
大学院国際文化研究科 カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針） 

 

○国際教育文化専攻 

 大学院国際文化研究科国際教育文化専攻は、本学の目的にのっとり、学術の理論及び応用を

教授研究し研究者及び社会に貢献できる有能な専門職業人を養成することを目的としています。

この目的を達成するために、次のように教育課程を編成します。 

１ 高度に国際化する現代社会が直面する教育的課題に対処できる理論的思考能力を修得でき

るように、専門科目を配置します。 

２ 国際教育に関する実践力とコミュニケーション能力を修得できるように、外国語演習科目

を配置します。 

３ 教育実践に関する高度な専門職業人を育成できるように、充実した教科内容を網羅した専

門科目を配置します。 

４ 教育実践に関する具体的な問題解決能力を育成できるように、学校心理及び教職関連科目

を配置します。 

５ 論文または特定課題は、研究指導教育職員の指導を受け、年に一度の中間発表会での報告

を経て、修士論文または特定課題研究として提出し、審査委員が審査します。 

 以上のカリキュラムを通じて、研究者及び社会に貢献できる有能な専門職業人がもつべき知

識と技能、豊かな人間性を育みます。 

 

○国際地域文化専攻 

 大学院国際文化研究科国際地域文化専攻は、本学の目的にのっとり、学術の理論及び応用を

教授研究し研究者及び社会に貢献できる有能な専門職業人を養成することを目的としています。

この目的を達成するために、次のように教育課程を編成します。 

１ 日本と特に関係の深いアメリカ・中国を含む環太平洋圏諸地域で活躍できる専門職業人及

び研究者の育成のために、アメリカ・中国・日本の 3 地域の文化の真の理解とこの 3 地域

で活動できる言語能力養成のための科目を配置します。 

２ アメリカ・中国・日本の文化理解に必要な言語能力向上のために、演習科目を配置します。 

３ アメリカ・中国・日本の文化については、それぞれ、文学・歴史・社会・思想・言語など

にわたり多角的に授業科目を設け、専門分野とする地域については、高度な専門的知識が

修得できるようにします。 

４ 本専攻が対象としている 3 地域は、国際化が進んでいる現在、環太平洋圏の他の諸地域も

含めて相互理解が必要であるため、専門分野とする地域以外に関する科目も 4 単位以上履

修することを義務づけます。 

５ 論文または特定課題は、研究指導教育職員の指導を受け、年に一度の中間発表会での報告

を経て、修士論文または特定課題研究として提出し、審査委員が審査します。 

 以上のカリキュラムを通じて、研究者及び社会に貢献できる有能な専門職業人がもつべき知

識と技能、豊かな人間性を育みます。 


